
令和4年度[第34-K2680-01号]

二級河川巴川（本川下流工区）国土強靭化対策（総合流域防災)工事（浚渫工）

はじめに

　

工 事 名：令和4年度[第34-K2680-01号]二級河川巴川

（本川下流工区）国土強靭化対策（総合流域防災)工事（浚渫工）

発 注 者：静岡県静岡土木事務所

工事場所：静岡市清水区築地町　地先

工　　期：令和 5年 3 月 21 日 ～ 令和 5年 12 月 8 日 

請負金額：154,561,000円

工事内容

  浚渫・運搬・揚土工 m3

(一社)静岡県土木施工管理技士会

株式会社古川組静岡支店

工事部　川口哲也

技術者登録番号：00120281

巴川下流部の河川縦断勾配は 1/1,500 程度でとても緩やかな勾配であり、能島橋（5.0k）付近までは潮
の影響を受ける感潮域であるため、水の流れが悪く、周辺の土地では外水氾濫や内水氾濫が起こり易い
地形をなしている。近年では令和4年9月の台風15号による記録的な豪雨の影響で河川が氾濫し大規模な
浸水被害が発生した。本工事は巴川河口部に堆積した土砂を除去し必要な河川断面を確保することを目
的とした維持浚渫工事である。

河川における浚渫作業について
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施工フロー

関係機関との調整・許可申請

底質調査・事前測量

陸上にて運搬 海上にて回航 陸送にて運搬

浚渫船の組立 泥上掘削機の組立

バックホウ浚渫船による浚渫

土運船への浚渫土砂の積込

繰 土運船に積んだ土砂を貝島廃棄物処理場まで海上運搬

り

返

し バックホウにて土運船からアーキュレートダンプへ浚渫土砂を揚土

アーキュレートダンプにて埋立場所まで浚渫土砂を陸上運搬

泥上掘削機にて浚渫土砂を埋立及び整地

浚渫船の組立の解体 海上にて回航 泥上掘削機の解体

陸送にて搬出 陸送にて搬出

泥上掘削機解体・運搬

片付工

土運船船回航・艤装

二級河川巴川河口部(羽衣橋～港橋までの区間）においてバックホウ浚渫船にて河床の掘削を行い、土運
船に積込んだ土砂を海上運搬し、貝島廃棄物処理場にてバックホウ揚土をし、背後地まで陸上運搬し埋
立を行う工程である。

準備工

浚渫船回航・艤装 土運船船回航・艤装 泥上掘削機運搬・組立

バックホウ浚渫

土運船運搬

バックホウ揚土

軟弱土等運搬

整地（埋立処理）

浚渫船回航・艤装



課題点

課題点に対する現場での対応

潮位予測を行い浚渫作業及び土運船運搬作業計画を行う

土運船の規格を大きくし潮位の影響を受ける土運船運搬作業回数を減少させる①-2

設計では100m3級の土運船を使用することになっていたが250m3積の土運船を使用した。土運船の選
定の当たっては喫水深さは極力100m3級と変えず土運船のホールド、幅の広い土運船を選定した。こ
のことにより従来の100m3積の土運船では1日当たり3～4航回するものを1日当たり2航回以内ですむ
ようになり潮位の影響を受ける土運船運搬作業回数を少なくすることができた。

①

②

①-1

浚渫箇所は巴川河口部であり潮汐の影響を受ける場所である。バックホウ浚渫船と土運船を航行さ
せるのには羽衣橋の下を通過させるので潮位が高いと通過できない。また橋の下は水深が浅く潮位
が低くても船舶の航行ができない。そのため日々の潮位によって航行できる時間帯が異なり待機に
よる時間ロスの発生により作業時間が制約され1日当たりの施工量が低減し工程に遅れが生じる恐れ
があった。

浚渫土砂は多くの水分を含んでいる軟弱土であったためダンプトラック(10t積)では荷台の半分程度
しか積込を行うことができず、多数のダンプトラックを用意しなければならなかった。しかし揚
土、埋立場所である貝島廃棄物処理場は本工事のほか４現場が他工種で稼働してあり、作業スペー
スで制約を受ける場所であったため、多数のダンプトラックでの運搬は困難であり運搬工程に遅れ
が生じる恐れがあった。

浚渫箇所は延長365m、面積11,500m2、掘削厚さ0.1m～2.7mであった。DL+0.5m以下の潮位の場合、土
運船が川底に乗り上げ座礁してしまう。そこで事前に予想潮位表を作成し土運船航行可能時間の把
握を行った。潮位の影響を受けない日は土厚が多い場所を優先し施工を行ない、潮位の影響を受け
る日は浚渫に時間を要する土厚の少ない場所の施工を行うことで土運船の運搬時間の調整を行ない
バックホウ浚渫船の稼働を止めないよう浚渫作業を行った。また現地に潮位板の設置を行い予想潮
位と実際の潮位のすれを確認して作業を行った。施工時期が7月～9月の間であったため、日中に潮
が下がるのでほぼ毎日土運船運搬時において潮位の影響を受ける作業となったが予想潮位を基に浚
渫及び土運船運搬の施工を行った結果手待ちなく浚渫作業を行うことができた。

2023年 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月 7月

時 間 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

 0時 0分 120 110 102 96 95 99 107 117 127 134 138 139 135 129 121 112 103 97 92 91 92 95 102 110 118 126 132 135 134 128 118

 1時 0分 132 124 114 103 95 91 92 99 108 118 128 134 137 135 129 121 112 103 95 88 84 84 86 92 101 110 120 129 134 135 130

 2時 0分 140 138 130 118 105 93 86 85 91 100 112 123 132 136 136 132 125 116 106 96 87 81 78 80 85 93 104 117 129 138 140

 3時 0分 140 145 144 136 122 105 91 81 79 84 94 107 120 131 137 139 136 130 121 110 99 88 80 75 74 79 88 101 117 133 144

 4時 0分 130 143 150 149 140 123 104 87 76 73 78 89 103 118 130 139 143 142 136 127 115 102 89 79 72 70 73 83 100 120 139

 5時 0分 111 129 145 153 152 141 122 100 82 70 66 72 83 99 115 130 140 146 146 141 132 119 104 89 76 67 64 68 80 100 124

 6時 0分 86 105 127 145 154 152 138 117 94 74 62 59 65 78 94 111 127 139 146 147 143 133 119 103 87 72 61 56 61 76 100

 7時 0分 59 76 99 124 143 152 147 131 108 85 65 54 51 57 70 87 105 122 135 143 145 141 131 117 100 81 64 51 46 52 71

 8時 0分 36 45 65 92 119 139 146 139 122 98 75 56 45 42 48 61 77 96 113 127 137 139 136 127 112 94 73 53 38 33 42

 9時 0分 22 21 33 56 86 114 133 138 129 111 88 65 47 36 33 38 50 66 84 102 117 127 131 129 120 106 85 62 39 23 20

10時 0分 20 7 8 23 50 81 109 125 129 119 101 79 57 40 28 24 28 39 54 72 91 106 118 123 122 114 98 76 49 25 9

11時 0分 30 8 -4 -1 17 47 78 104 119 121 111 94 73 53 35 23 18 20 30 44 62 81 97 110 117 118 110 92 67 37 12

12時 0分 51 23 0 -10 -4 18 48 78 102 115 116 107 91 72 52 34 21 15 16 25 39 57 75 93 107 116 117 108 88 60 29

13時 0分 79 49 20 -2 -9 1 24 54 83 104 116 116 109 94 75 56 38 24 18 18 26 39 57 76 94 110 119 120 109 87 57

14時 0分 107 82 52 22 3 0 12 36 64 91 110 120 121 114 101 83 64 47 33 26 26 33 46 63 82 101 118 128 127 114 90

15時 0分 131 115 88 57 30 15 15 29 52 79 102 119 128 130 123 111 94 77 60 48 41 40 46 58 74 93 113 129 138 137 122

16時 0分 145 140 122 95 66 43 32 35 50 71 94 114 129 137 139 133 122 107 91 77 65 59 58 63 73 88 107 126 142 150 147

17時 0分 149 155 148 129 103 78 59 52 57 71 89 108 125 138 145 147 143 133 121 107 94 84 78 77 80 89 103 120 139 154 161

18時 0分 143 157 161 153 135 112 91 77 73 78 89 104 119 132 143 150 152 149 142 132 122 111 102 96 93 95 102 114 130 148 161

19時 0分 130 148 160 163 156 140 121 104 94 91 95 102 113 124 135 144 150 153 152 148 141 133 125 117 110 106 106 111 121 136 151

20時 0分 115 132 148 159 162 155 143 128 116 108 104 105 109 116 123 132 139 146 149 151 150 146 141 134 126 119 113 111 114 122 135

21時 0分 103 115 130 144 154 157 153 144 133 124 116 112 110 110 113 118 124 131 137 142 146 147 147 143 138 130 122 115 111 111 117

22時 0分 97 102 111 124 137 146 150 148 143 136 128 121 114 109 106 106 109 113 119 125 132 138 142 143 142 137 130 122 113 106 104

23時 0分 100 97 99 106 116 127 136 142 143 141 136 129 121 113 106 101 99 99 102 107 113 121 128 134 138 138 135 129 120 109 100



アーキュレートトラックにて陸上運搬作業を行い運搬車両台数を減らす

おわりに

②-1

運搬車両をアーキュレートトラック(25t積)を使用し１台に運べる土量を多くした。軟弱土のため1
台当たり10tダンプトラックでは2～3m3程度しか運搬できないがアーキュレートトラック(25t積)で
は荷台が深くなっているため1台当たりの運搬で8～12m3の土砂を運搬することができたため運搬車
両の台数を減少させることができた。また運搬車両を減らすことにより入替時間や積込待ち時間の
短縮することができ効率のよい揚土・運搬作業をすることができた。

出水期での河川作業であり常に気象状況を監視しながら施工を行った。施工期間中台風や大雨の影響で
３回ほど浚渫船団を現場外へ退避をした。近年はリアルタイムの気象情報が安易に入手できるので退避
判断がしやすくなったが夏期は突発的な集中豪雨もあるので河川作業は渇水期に行うことができればと
思う。最後に今工事に協力して頂いた方々に感謝を申し上げます。


